
利用目的

大学
慶応義塾大学大
学院

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）「食品企業と小売
の垂直関係と空間競争がフードシステムに及ぼす影響の計量
経済分析」において、乳業の生産能力とその調整過程が小売
店との交渉関係と 終的な市場成果に与える影響に関する分
析を実施。

大学
高崎経済大学
中央大学

公立大学法人高崎経済大学の補助金「研究奨励費」を受け、
テーマ「酪農制度の経済学」の研究の一環として、酪農生産
についての基礎統計データを作成するため。

大学 日本大学

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）の補助金を
受け、テーマ「動学的応用一般均衡モデルを用いた高温耐性
品種米普及による地域経済への評価分析」及び「季節予報に
基づく作物・エネルギー・経済モデルによる世界食料価格の
予測精度と限界」の研究の一環として、生産性への影響要因
（生産者固有の特徴）を明らかにするため。

大学 京都大学

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）の補助金を
受け、テーマ「農業統計ミクロ・パネルデータの高度利用の
展開方向と普及手法に関する研究」の一環として、多変量解
析の手法により農業生産関数を推定するため。

大学 千葉大学

環境研究総合推進費（環境省事業）で実施する「基礎自治体
レベルでの低炭素化政策検討支援ツールの開発と社会実装に
関する研究」の一環として、市町村別のバイオマス熱供給量
について分析する基礎資料を得るため。

大学 東京農工大学

一橋大学経済研究所 共同利用・共同研究拠点事業プロジェク
ト研究補助金を受けて行う「日本における農村地域活性化政
策の総合評価とその東アジアへの応用可能性」の一環とし
て、農業・農村の６次産業化について分析する基礎資料作成
のため。

独立行
政法人
等その
他

経済産業研究所

「経済集積を基本単位とする地域経済分析経済集積の空間パ
ターンと要因分析手法のための実証枠組の構築」の研究の一
環として、地域間市場統合度（価格連動性、取引量）が地域
間の嗜好の類似性と関連するか否かを実証的に検討するた
め。

大学 千葉大学

SPS科研費（15K07602）において、アンケート調査に含まれる
回答者バイアス（実態とアンケートへの回答との乖離）の把
握を課題としており、今回の利用申請では、申請者が過去に
実施したアンケート調査と農林業センサス結果の作目別の経
営規模に係る項目を比較し、回答者バイアスの算出を行う。
また、算出したバイアスの有用性を証明するための応用研究
とし、2010年と2015年の農林業センサス個票を組み替え、離
農要因を統計的に明らかにする研究を行うこととしている。

利用者
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利用目的利用者

大学 東京大学

東京大学が1990年以降に農業経営を開始した販売農家（茨城
県、千葉県）について2015年までの個票を用い、経営の継続
や拡大の状況、またそれを実現している要因等を研究するこ
ととしている。

大学 宮崎大学

文部科学省科学研究費補助金を受けて行う「生態系サービス
への支払制度設計における理論検証のための空間情報の整備
と分析」の一環として、直接支払制度を利用している農業集
落および農家の特性について分析する基礎資料を得ることを
目的とする。

大学
国連大学サス
ティナビリティ
高等研究所

文部科学省科学研究費補助金を受けて行う「生態系サービス
への支払制度設計における理論検証のための空間情報の整備
と分析」の一環として、直接支払制度を利用している農業集
落および農家の特性について分析する基礎資料を得ることを
目的とする。

独立行
政法人
等その
他

国立研究開発法
人国立環境研究
所

国立環境研究所では、農林業センサスの調査票情報を利用し
て、社会的、地理的、環境的要因が土地利用の変化にどのよ
うな影響を及ぼすのか等について、分析、検討するととも
に、国立環境研究所が独自に収集・整備している生物多様性
データと農林業センサス結果を重ね合わせることで、生物多
様性保全と持続可能な農業生産の両立についての解明するた
め。

大学 立命館大学

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）の補助金を受け、
「パネルデータ分析による入会林野近代化法50年の総括過少
利用時代の入会権再考」の一環として、慣行共有に由来する
林業事業体の所有名義のあり方が森林の過小利用を引き起こ
しているか否か、を林家以外の林業事業体に関する2000年農
林業センサスの調査票情報の分析により検証するため。

大学 京都大学

森林組合及び生産森林組合に関わるパネルデータセットを構
築し、調査項目のデータの特性を把握し、データの有効性の
検討及び調査表情報の高度利用に向けたデータ利用基盤を整
備するため。

独立行
政法人
等その
他

北海道総合研究
機構

試験研究課題「自給粗飼料の安定確保が大規模酪農経営の牛
乳生産費の与える効果の解明」において、自給飼料基盤、粗
飼料調達方法が牛乳生産費に及ぼす影響について分析する
等、各種研究の分析に資するため。

大学 京都大学
京都大学メディアデンターに設置した「農林水産統計の高度
利用に関する研究専門委員会」において、農林水産統計の高
度利用に関する実証的研究を行う分析資料に資するため。

大学 早稲田大学

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）の補助金を受け、
「Effective Boost to Fertility: Polcy Evaluation and
Policy Design」の一環として、総務省国勢調査と農林業セン
サスの調査票情報をマッチングすることにより、地方におけ
る政策的介入が住民の出生率に与える影響について経済モデ
ルを用いた分析をするための基礎資料を得るため。
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